
１

蕊

芒
鯵
冒
Ａ
塗
る
竃
っ
ず

匪s震zE麗蹴SHI卿jd髄 鱒開デンティスト アイＮ･ｎ１ｍ

１けst鐘ツビ
ｆ￣■＝室一一一一画￣￣￣￣■■■■￣￣￣￣零画■■■■￣■

■！■■￣

Ⅱ
＃
§
圏
§
凶
：
！
■
５
§
：
５
醤
鷲
§
回
Ⅱ
§
；
２
１
§
召
：
：
Ｎ
Ⅲ
：
；
が

はちＤようＨ
２
１
日
８
：
Ｒ
８
日
８
５
Ｎ
８
ｋ
：
日
ｉ
：
日
日
Ｈ
１
雪
Ⅱ
Ｂ
ｉ
２
１
Ｂ
ｉ
凶

こ＄ おだふくかぜと歯③

、 、ｅ ワーゅうこうせいＵかせんえん_

(流行性耳下腺炎のこと)はおたふくかぜ

がはれて、
でんせんびょうくち

し､たみがでる伝染病ですｶﾄﾞ、おロを一面

うこみみ「ろし

動かすとお耳の後ろがいiii二むので凹尚nt割Ｉ
耳下Ｉはびょうき

歯やあごの病気かもしれなし〕！と

ろ
綱
擢
。

「 、

蓼二塁
lまちりょ室ち強う

歯の治療:中I屋
おもしか．Ｄ…しん

思って歯科を受:診するＺとがありますｄとくl垣、
ばあいちりよる陸

おたふくかぜにかかった場合などには、「治療した歯がまた
Z《』

X震議ょ／い}脆く猛った」とかんちがいしてし声うことも。
醤霞橋
幽翼勿唾 lfZ
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気をつけること歯
周
病
を
悪
く
す
る
因
子

を
理
解
す
る
た
め
の
キ
ー
ワ

ー
ド
は
「
家
族
」
で
す
。

家
族
と
い
う
単
位
は
、
ま

ず
歯
周
病
の
原
因
で
あ
る
細

菌
の
感
染
ル
ー
ト
に
な
り
ま

す
。
次
に
、
歯
周
炎
の
原
因

と
な
る
炎
症
を
引
き
起
こ
す

免
疫
の
は
た
ら
き
は
遺
伝
に

鍵;ZｌＺｊ １
１
Ｉ

ｉ

はち＠ようい通 ちり上うち唐ラしかいそ■うたん

歯の治療：痛みがあるので、治療中でも歯科医さんと相談して、
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気
な
の
で
す
。

□
の
な
か
に
は
多
種
多
様

な
細
菌
が
す
み
つ
き
、
互
い

に
協
力
し
た
り
拮
抗
し
た
り

し
な
が
ら
安
定
し
た
状
態
を

つ
く
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
よ
そ
者
を
受
け
入
れ
に

く
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、

新
た
な
細
菌
に
は
な
か
な
か

感
染
し
ま
せ
ん
。
親
か
ら
子
、

影
響
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
家

族
の
病
歴
を
知
る
こ
と
が
診

断
に
役
立
ち
ま
す
。
加
え
て
、

喫
煙
や
□
腔
清
掃
習
慣
お
よ

び
飲
食
習
慣
な
ど
、
歯
周
病

に
影
響
す
る
生
活
習
慣
は
家

族
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
が
ち

で
す
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、

歯
周
病
は
家
族
を
ひ
と
つ
の

単
位
と
し
て
考
え
る
べ
き
病

韓
「
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お姉さんはちこくま

夫
か
ら
妻
の
よ
う
に
、
何
年
も
生
活

を
と
も
に
す
る
よ
う
な
長
期
間
の
接

触
が
あ
っ
て
、
初
め
て
感
染
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
家
族
が
細
菌

の
感
染
ル
ー
ト
に
な
る
の
は
こ
の
た

め
で
す
。
さ
ら
に
歯
を
支
え
る
組
織

の
破
壊
に
は
、
細
胞
の
増
殖
や
活
性

５Ｆ 家族単位でみる歯周病ﾘスク

親のリスクが…よいこのみなさんは、約束の時間に

おくれないようにしましょうね。

魯魯『エチケット』

元の外国語：フランス語

意味：日常生活や、人との付き合い

の中で、守らなければならない、礼

儀（れいぎ）や作法。

言葉の由来：もともとは『しるし』

『札』の意味。中世のフランスでは、

宮廷の壁に「訪問者がとるべき礼

儀作法」を書いた札がかけられて

いました。この札が『エチケット』

とよばれ、これにしたがわない人を、

「エチケットを知らない」といっ

たことから、エチケットが行儀作

法の意味になり、日本にも伝わり

ました。 冥雰

化
な
ど
を
調
節
す
る
機
能
が
関
わ
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
機
能
に
は
遺
伝

に
よ
る
違
い
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
白
血
球
の
は
た

ら
き
が
悪
く
、
細
菌
に
対
し
て
か
ら

だ
を
守
る
機
能
が
弱
い
な
ど
、
特
殊

な
原
因
を
も
つ
人
も
い
ま
す
。
こ
の

１
１

諒
箪 垂
直
感
染

さらに

配偶者へ…
子へ

受け継がれ…

よ
－
っ
な
特
徴
も
遺
伝
に
よ
っ
て
伝
え

ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
家
族
に
重
症
の
歯
周

病
患
者
が
い
る
場
合
に
は
、
本
人
だ

け
で
な
く
、
家
族
全
体
の
歯
周
病
を

予
防
し
コ
ン
ト
□
ｌ
ル
す
る
と
い
う

考
え
方
が
必
要
で
す
。
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家族ぐるみの歯周病予防が大切！
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